
基本データ （数値は H25 年現在） 目的・趣旨

連携

取組概要

取組の成果と今後について 　
当初は4名だった学校図書館支援員は、平成25年度からは6名に増

員になり、司書教諭と連携しながらの学習支援も活発になりつつある。
昼休みの利用者が、10名足らずだった学校図書館が、平均60名利用のある図書館へ変化した学校もあ
る。市内の小中学校に常時、学校図書館担当職員を配置することが望ましいが、子供たちの学ぶ力、
ひいては生きる力を育むため、今後も支援を続けていく予定である。
H24年度の学習支援1,057回・学習支援用図書貸出4,424冊（小学校16校）

特徴 ●学校図書館を利用した調べ学習
6年社会の学習

幕末に活躍した人物を図書館の本を使いグループで学習・発表。龍馬など幕
末の人物関係がよくわかったとの声

●開かれた学校図書館を目指して
図鑑大好き	 図書館大好き

●学校図書館の機能アップ
　読書センターと学習センター機能を強化するため、市内小学校16校に市立図書
館から学校図書館支援員を派遣し、図書館整備、授業支援、読書支援、図書委員
会支援などを行っている。

　図書館整備の終わった学校には、図書館の使い方や分類講座などを実施。支援
員の行う分類講座や授業内容のブックトークは図書館好き、本好きに一役買って
いるようだ。

　基本図書の百科事典は全ての学習の基礎になる。

　子供たちが学校図書館を活用し、自主的に調べものや読書がで
きるよう育成するため、平成20年度から学校図書館支援員を市内
の小学校へ派遣している。

住所� 新居浜市北新町10番1号
電話番号� 0897-32-1911
人口（図書館が所在する市町村）� 12万人
職員数（うち有資格者数）� 25人（19人）
蔵書数� 324,093冊
登録者数� 76,312人
年間貸出冊数（H24）� 710,329冊

新居浜市立別子銅山記念図書館 （愛媛県新居浜市）　http://lib.city.niihama.lg.jp

学校図書館支援推進事業
〜市立図書館から学校図書館支援を〜

分類講座

百科事典の学習

学校図書館が充実しつつ
ある学校では貸出も増加 !

図書委員さんが昼休みに
低学年に読み聞かせ

捕まえたカエルの名前を
図鑑で検索 !

「困ったときは図書館へゴー !」


